
 1 藤原敦光の文選学

藤
原
敦
光
の
文
選
学

池　

田　

昌　

広

﹇
要
旨
﹈　

鳥
羽
院
政
期
を
代
表
す
る
学
者
・
藤
原
敦
光
に
、『
三
教
勘
注
抄
』『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』
の
二
著
が
あ
る
。
両
著
作
に
は
漢
籍

が
豊
富
に
引
か
れ
て
い
る
。
小
論
は
、
こ
れ
ら
漢
籍
の
出
典
を
調
査
し
、
そ
の
い
く
ら
か
が
『
文
選
』
注
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
頻
用
さ
れ
た
注
本
に
は
『
文
選
集
注
』
を
擬
定
し
、
同
書
所
引
『
文
選
鈔
』
の
撰
者
問
題
に
関
説
し
公

孫
羅
説
の
有
力
を
説
い
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
藤
原
敦
光
、『
三
教
勘
注
抄
』、『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』、『
文
選
』、『
文
選
集
注
』。

は
じ
め
に

古
代
中
世
の
学
問
は
畢
竟
、
古
典
に
加
注
す
る
営
為
そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
注
釈
の
過
半
が
先
行
典
籍
か
ら
の
引
用
で

構
成
さ
れ
る
と
い
う
形
式
上
の
要
請
は
、
効
率
的
な
引
用
を
実
現
さ
せ
る
工
具
書
へ
と
、
加
注
者
の
目
を
向
け
さ
せ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
『
初
学
記
』
な
ど
の
類
書
で
あ
っ
た
り
、『
玉
篇
』
な
ど
の
小
学
書
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、『
文
選
』
注
も
そ

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
小
論
は
、
白
河
鳥
羽
院
政
期
を
代
表
す
る
学
者
・
藤
原
敦
光
（
一
〇
六
三
〜
一
一
四
四
）
の
著
作
を
例
に
、
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院
政
期
の
学
問
の
現
場
に
お
け
る
『
文
選
』
注
の
利
用
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
素
描
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

注
釈
の
作
成
に
孫
引
き
は
重
要
な
技
術
で
あ
っ
た
。
膨
大
な
漢
籍
か
ら
ふ
さ
わ
し
い
文
章
を
い
か
に
見
出
し
引
用
す
る
か
。

類
書
の
利
用
は
そ
の
一
法
で
あ
り
、
敦
光
が
複
数
の
類
書
か
ら
漢
籍
を
孫
引
き
し
た
実
例
は
別
に
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
使
用

を
ゆ
る
す
、「
孫
引
き
も
と
」
と
で
も
い
う
べ
き
書
の
一
つ
が
附
注
の
『
文
選
』
で
あ
っ
た
。『
文
選
』
の
注
釈
に
は
、
正
文
の

語
句
を
読
解
す
る
た
め
、
諸
典
籍
か
ら
の
引
文
や
音
義
注
が
豊
富
に
そ
な
わ
る
。『
文
選
』
に
一
定
の
習
熟
を
も
つ
者
な
ら
ば
、

こ
れ
ら
を
小
学
書
ま
た
類
書
の
ご
と
く
応
用
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。『
文
選
』注
の
こ
う
し
た
実
用
的
な
側
面

―
辞
書
・
語
彙
集
・

類
書
な
ど
と
し
て
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
山
崎
誠
が
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
敦
光
は
博
士
家
の
一
つ
藤
原
式
家
の
生
ま

れ
で
、
文
章
博
士
を
歴
任
し
た
碩
学
で
あ
る
。『
文
選
』
は
自
家
薬
籠
中
の
書
物
と
い
っ
て
よ
い
。
果
た
し
て
、
か
れ
は
『
文
選
』

注
に
引
載
さ
れ
た
漢
籍
の
文
章
を
転
引
し
自
ら
の
注
文
を
作
っ
て
い
る
。

資
料
に
は
別
稿
と
同
様
、『
三
教
勘
注
抄
』
六
巻
（
以
下
、『
勘
注
抄
』）
と
『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』
三
巻
（
以
下
、『
宝
鑰
鈔
』）
と

を
も
ち
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
空
海
の
著
し
た
『
三
教
指
帰
』『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
敦
光
が
注
し
た
書
で
あ
る
。『
勘
注
抄
』
は
完
存
し

な
い
。
六
巻
の
う
ち
、
巻
一
・
二
・
五
の
都
合
三
巻
が
そ
ろ
い
、
巻
三
に
抄
出
本
が
あ
っ
て
そ
の
一
部
を
つ
た
え
る
。『
宝
鑰
鈔
』

は
ほ
ぼ
完
存
す
る
。
し
ば
し
ば
説
か
れ
る
よ
う
に
、
空
海
の
著
作
に
は
文
選
語
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
。
い
き
お
い
、
加
注
者
は
空

海
の
用
語
を
『
文
選
』
中
に
捜
索
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
目
当
て
の
語
を
『
文
選
』
に
探
し
当
て
た
お
り
、
そ
れ
に
先
行
の
注

釈
が
あ
っ
た
な
ら
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
空
海
の
著
作
の
注
に
転
用
可
能
だ
。
考
え
て
み
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
、
敦
光
も
こ
の
手

法
を
お
お
い
に
使
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
小
論
の
企
図
は
、『
文
選
』
注
の
類
書
的
利
用
す
な
わ
ち
孫
引
き
の
事
例
を
蒐
集
し
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
る
わ
け
だ
が
、

く
わ
え
て
敦
光
の
利
用
し
た
『
文
選
』
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
も
一
章
を
も
う
け
論
じ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、『
勘
注
抄
』『
宝
鑰
鈔
』

（
1
）

（
2
）
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）

（
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）
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の
典
拠
と
な
っ
た
『
文
選
』
が
い
ず
れ
の
本
で
あ
っ
た
か
、
異
見
が
あ
る
か
ら
だ
。『
文
選
』
注
か
ら
の
孫
引
き
を
論
じ
る
小
論

に
と
っ
て
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
問
題
は
解
決
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
梁
の
蕭
統
が
『
文
選
』
を
編
ん
で
か
ら
敦
光
の
時
代

ま
で
、
い
く
つ
か
の
テ
キ
ス
ト
が
作
ら
れ
た
。
敦
光
の
利
用
本
の
候
補
に
は
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
惣
集
家
に
著
録
さ
れ
た

諸
本

―
な
か
ん
ず
く
原
撰
本
（
無
注
本
）
三
十
巻
と
李
善
注
本
六
十
巻
の
二
書

―
に
く
わ
え
、
五
臣
注
本
三
十
巻
、『
文
選

集
注
』
百
二
十
二
巻
あ
た
り
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
ま
ず
く
だ
ん
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
か
ら
検
討
し
、
つ
い
で
章
を
あ
ら
た
め
『
文
選
』
注
の
類
書
的
利
用
に
つ
い

て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

一　

敦
光
の
利
用
し
た
『
文
選
』
テ
キ
ス
ト

敦
光
が
ど
の
『
文
選
』
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
た
の
か
と
い
う
問
い
を
、
複
数
の
研
究
者
が
発
し
て
い
る
。
そ
の
わ
け
は
、
結

論
の
如
何
が
『
文
選
集
注
』
所
引
『
文
選
鈔
』
の
撰
者
問
題
を
左
右
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
く
だ
ん
の
撰
者
と
し
て
、

い
ま
公
孫
羅
説
と
無
名
氏
説
と
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
説
が
『
勘
注
抄
』『
宝
鑰
鈔
』
と
ど
う
か
か
わ
る
の
か
、
公
孫
羅

説
か
ら
略
説
し
て
お
く
。

公
孫
羅
説
の
主
張
者
に
は
東
野
治
之
と
山
崎
誠
と
が
い
る
。
両
者
に
微
妙
な
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
以
下
の
ご
と

く
で
あ
る
。『
宝
鑰
鈔
』
に
は
『
文
選
鈔
』
の
引
用
が
四
条
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
条
が
「
公
孫
羅
文
選
鈔
云
…
…
」
と
撰
者
と
し

て
公
孫
羅
を
明
示
し
て
い
る
。
お
な
じ
撰
者
の
『
勘
注
抄
』
も
撰
者
を
挙
名
し
な
い
も
の
の
『
文
選
鈔
』
を
引
用
し
て
お
り
、

か
つ
『
文
選
集
注
』
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、『
勘
注
抄
』
と
『
宝
鑰
鈔
』
と
に
引
か
れ
た
『
文
選
鈔
』
は
同
一

書
と
考
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
敦
光
は
『
文
選
集
注
』
所
引
の
『
文
選
鈔
』
を
公
孫
羅
撰
と
認
定
し
て
い
た
と
み
ち
び
け
る
。

（
5
）
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）
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7
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つ
い
で
無
名
氏
説
。
同
説
は
そ
も
そ
も
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』惣
集
家
に「
文
選
鈔
六
十
九マ
マ〈
公
孫
羅
撰
〉　

文
選
鈔
卅
」（〈　

〉

内
は
双
行
注
。
以
下
お
な
じ
）
と
あ
る
こ
と
、『
文
選
集
注
』
に
引
か
れ
た
『
文
選
鈔
』
が
後
者
と
お
な
じ
三
十
巻
で
あ
る
こ
と

を
主
た
る
論
拠
に
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
の
ち
上
掲
の
東
野
論
文
が
公
刊
さ
れ
、
こ
れ
へ
の
反
論
と
し
て
、
富
永
一
登
が
無
名
氏
説

の
立
場
か
ら
敦
光
の
二
著
に
お
け
る
『
文
選
』
の
テ
キ
ス
ト
問
題
を
論
じ
た
。
富
永
に
よ
れ
ば
、『
宝
鑰
鈔
』
に
『
文
選
集
注
』

は
ま
っ
た
く
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
参
照
さ
れ
た
の
は
無
注
本
の
み
で
あ
り
、
一
見
し
て
『
文
選
集
注
』
利
用
の
徴
証
と
解
さ

れ
そ
う
な
『
文
選
鈔
』
ほ
か
の
引
用
は
、無
注
本
の
書
込
か
ら
の
転
引
と
い
う
。
そ
し
て
「
公
孫
羅
文
選
鈔
云
…
…
」
の
文
字
は
、

単
行
の
公
孫
羅
『
文
選
鈔
』
六
十
巻
か
ら
無
注
本
に
転
写
さ
れ
た
書
込
を
さ
ら
に
転
写
し
た
も
の
と
想
定
す
る
。『
勘
注
抄
』
に

つ
い
て
は
、『
文
選
集
注
』
利
用
の
可
能
性
は
み
と
め
る
よ
う
だ
が
、
五
臣
注
本
・
無
注
本
な
ど
何
種
類
か
の
本
を
併
用
し
、『
勘

注
抄
』
に
見
え
る
『
文
選
鈔
』
の
引
用
も
、『
文
選
集
注
』
か
ら
の
直
引
で
な
く
某
書
（
た
と
え
ば
無
注
本
『
文
選
』）
の
書
込

か
ら
の
転
引
と
す
る
口
吻
で
あ
る
。

両
説
の
対
立
点
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、『
宝
鑰
鈔
』
に
お
け
る
『
文
選
集
注
』
利
用
の
如
何
に
あ
る
。
公
孫
羅
説
が
そ
の
利
用
に

肯
定
的
な
の
は
分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
お
な
じ
撰
者
が
一
方
の
著
作
で
『
文
選
集
注
』
を
利
用
し
て
い
る
の
は
ま
ず
確
実
だ

か
ら
、
も
う
一
方
で
も
同
様
の
利
用
を
推
定
す
る
の
は
合
理
的
な
立
論
で
あ
る
。
無
名
氏
説
は
『
文
選
集
注
』
の
利
用
に
懐
疑

的
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
『
文
選
集
注
』
に
代
わ
っ
て
無
注
本
の
書
込
の
利
用
を
強
調
す
る
。『
宝
鑰
鈔
』
の
「
公
孫
羅
文
選

鈔
云
…
…
」
の
条
文
が
明
ら
か
に
な
っ
た
い
ま
、
無
名
氏
説
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、『
文
選
集
注
』
の
利
用
は
否
定
す
る
ほ
か

な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
敦
光
の
二
著
な
か
ん
ず
く
『
宝
鑰
鈔
』
の
『
文
選
集
注
』
利
用
が
み
と
め
ら
れ
れ
ば
無
名
氏
説
は
破
綻

す
る
。
わ
た
し
に
は
、富
永
は
無
名
氏
説
を
維
持
す
る
た
め
無
理
な
文
献
操
作
を
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
。
以
下
、『
宝

鑰
鈔
』
に
関
す
る
富
永
の
主
張
に
つ
い
て
、
首
肯
し
が
た
い
点
を
述
べ
る
。

（
8
）

（
9
）



 5 藤原敦光の文選学

第
一
に
、『
宝
鑰
鈔
』
に
参
照
さ
れ
た
の
が
無
注
本
の・

・み
と
い
う
判
断
で
あ
る
。『
宝
鑰
鈔
』
の
撰
述
に
無
注
本
が
使
わ
れ
た

こ
と
は
、
富
永
も
指
摘
し
た
、
同
書
に
明
示
さ
れ
た
『
文
選
』
の
巻
第
お
よ
び
用
字
の
一
致
か
ら
ほ
ぼ
確
言
で
き
る
。
巻
第
を

明
示
し
た
『
文
選
』
の
引
用
は
都
合
八
条
、
こ
の
う
ち
七
例
が
三
十
巻
本
の
巻
第
に
一
致
す
る
。
富
永
の
あ
げ
た
六
条
以
外
の

二
条
を
列
記
す
る
。

文
選
第
三
云
、
泓
澄

潫
。 

（
全
書
本
四
五
頁
上
段
）
＝
左
思
「
呉
都
賦
」

文
選
第
十
七
云
、
圓マ
マ

鑿
而
方
柄
号マ
マ

。
注
云
、
正
直
、
邪
枉
行
殊
別マ
マ

也
。
知
其
鉏
鋙
而
難
入
。
注
云
、
所
務
不
同
若
粉
里マ
マ

也
。

 

（
全
書
本
四
八
頁
下
段
）
＝
宋
玉
「
九
辯
」

三
十
巻
本
と
い
う
こ
と
は
、
無
注
本
か
五
臣
注
本
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
者
は
九
条
本
が
よ
く
知
ら
れ
、
し
ば
し
ば
独
特

の
用
字
を
も
つ
が
、
該
本
と
『
宝
鑰
鈔
』
の
引
文
と
が
よ
く
一
致
す
る
事
実
は
、
敦
光
が
五
臣
注
本
で
は
な
く
無
注
本
に
よ
っ

た
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。

富
永
論
文
で
不
可
解
な
の
は
、
無
注
本
以
外
の
『
文
選
』
テ
キ
ス
ト
の
参
照
を
ま
っ
た
く
考
慮
し
な
い
点
で
あ
る
。
上
掲
の

宋
玉
「
九
辯
」
を
例
に
す
れ
ば
、
無
線
部
分
が
「
九
辯
」
の
正
文
、
傍
線
部
分
が
李
善
所
引
王
逸
注
だ
が
、
富
永
に
し
た
が
え

ば
こ
の
李
善
注
は
無
注
本
の
書
込
か
ら
の
転
引
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ま
無
注
本
の
巻
十
七
は
伝
存
せ
ず
書
込
の
如
何
を
確

認
で
き
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
九
条
本
に
は
李
善
注
・
五
臣
注
の
み
な
ら
ず
『
文
選
集
注
』
や
『
文
選
鈔
』
な
ど
、
諸
注
の
注

文
が
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
転
記
さ
れ
て
い
る
。
書
込
の
利
用
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
な
ぜ
無
注
本
に
く
わ
え
『
文

選
集
注
』
な
ど
他
本
を・

も・

利
用
し
た
可
能
性
を
排
除
で
き
る
の
か
。
根
拠
の
提
示
が
な
く
論
理
を
追
え
な
い
。『
勘
注
抄
』
で
は

複
数
の
本
の
併
用
を
み
と
め
て
い
る
の
に
。

第
二
に
、『
宝
鑰
鈔
』
に
引
用
さ
れ
た
『
文
選
』
諸
注
を
転
記
し
た
無
注
本
鈔
本
な
る
も
の
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
で

（
10
）
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あ
る
。
当
該
鈔
本
は
「
あ
っ
た
は
ず
だ
」
と
い
う
想
像
の
産
物
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
を
前
提
に
し
た
立
論
は
反
証
不
能
の
も
の
い

い
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
『
文
選
集
注
』
利
用
の
痕
迹
を
い
く
ら
蒐
集
し
て
も
、
そ
れ
は
無
注
本
の
書
込
と
反
論
さ
れ
れ
ば
、
水

掛
け
論
に
な
り
か
ね
な
い
。

小
論
も
お
お
き
な
恩
恵
を
う
け
た
研
究
に
山
崎
論
文
が
あ
る
。式
家
の
文
選
学
に
関
す
る
基
本
文
献
と
い
っ
て
よ
い
。山
崎
は
、

式
家
の
み
な
ら
ず
敦
光
当
時
の
博
士
家
に
は
、
無
注
本
『
文
選
』
と
『
文
選
集
注
』
と
が
一
具
の
も
の
と
し
て
備
え
ら
れ
て
い

た
と
指
摘
す
る
。
無
注
本
が
重
視
さ
れ
た
の
は
、
該
本
が
蕭
統
の
原
撰
本
の
す
が
た
を
保
存
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
た
か
ら
と

推
さ
れ
る
。
そ
し
て
無
注
本
を
読
解
す
る
た
め
頻
用
さ
れ
た
の
が
『
文
選
集
注
』
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
『
文
選
集
注
』
は
『
文
選
』

を
家
学
と
す
る
博
士
家
に
と
っ
て
親
し
い
書
物
で
あ
り
、
式
家
の
当
代
た
る
敦
光
で
あ
れ
ば
、『
文
選
』
注
文
の
閲
覧
引
用
に
は

ま
ず
『
文
選
集
注
』
に
よ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
。
書
込
か
ら
優
先
的
に
引
用
す
る
事
態
は
想
定
し
が
た
い
。
く
だ
ん
の
書
込

の
排
他
的
利
用
を
主
張
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
別
途
論
拠
が
必
要
で
あ
る
。

さ
て
、現
行
の
『
宝
鑰
鈔
』
に
「
集
注
文
選
」
の
文
字
は
見
え
ず
、『
文
選
集
注
』
の
利
用
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、『
宝
鑰
鈔
』
に
は
『
文
選
集
注
』
か
ら
の
引
用
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
文
章
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
李
善
「
上
文
選
注
表
」

の
引
用
で
あ
る
。
敦
光
は
二
箇
所
に
引
く
。

李
善
上
文
選
注
表
云
、
緘
石
知
謬
〈
緘
裏
、
石

状
似

状
、
若
欲
雨
雷
之
時
、
先
飛
行
行
謬
過
也
。
言
宋
有
愚
人
、
当

時
得
石

、
於
是
不
知
燕
石
、
自
以
為
異
、
以
蔵
於
櫃
中
、
時
有
人
教
愚
人
曰
、
是
者

石
、
夫マ
マ

欲
雷
雨
、
必
先
飛
之
、

愚
益
為
貴
、
亦
緘
以
牛
皮
五
重
而
蔵
之
。
此
言
、
斯
注
雖
悪
自
以
為
珍
猶
緘
石
、
而
知
其
謬
云
〉。

 

（「
摩
尼
燕
石
」
条
。
全
書
本
四
頁
上
段
）

注
文
選
表
曰
、
曜マ
マ

三
辰
之
珠
璧
〈
三
辰
、
日
月
星
也
〉。 

（「
三
辰
戴
頂
」
条
。
全
書
本
五
頁
下
段
）
（
11
）
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「
上
文
選
注
表
」
は
李
善
が
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）、『
文
選
注
』
を
奉
じ
る
に
あ
た
り
書
い
た
上
表
文
で
あ
る
。
前
者
か
ら
検
討

し
よ
う
。

李
表
に
「
享
帚
自
珍
、
緘
石
知
謬
」
と
あ
る
。
敦
光
は
後
句
を
引
き
注
文
を
つ
づ
け
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
注
文
の
典
拠

は
何
か
。
九
条
本
巻
頭
部
分
の
紙
背
に
興
味
ぶ
か
い
書
込
が
あ
る
。

集
云
、
言
魏
文
帝
曰
、
夫
家
蔵
貴
帚
、
而
自
以
為
直
当
千
金
、
是
自
見
之
患
也
。
石
状
似

、
若
欲
雨
雪
之
時
、
先
飛
行

之
也
。
言
采マ
マ

有
愚
人
、
当
得

石
、
於
是
不
知

石
、
自
以
為
異
、
以
蔵
於
櫃
中
、
時
有
一
人
教
愚
人
曰
、
是
者

石
、

天
欲
雨
雪
、
必
先
飛
之
、
愚
人
益
以
為
貴
、
亦
緘
以
牛
皮
五
重
蔵
之
也
。

「
集
云
」
の
略
称
に
よ
っ
て
『
文
選
集
注
』
か
ら
の
転
記
と
知
ら
れ
る
。
二
重
線
部
分
が
「
享
帚
自
珍
」
へ
の
、傍
線
部
分
が
「
緘

石
知
謬
」へ
の
注
文
と
思
し
い
。
つ
ま
り
こ
の
書
込
の
文
章
は
李
表
へ
の
注
文
と
推
さ
れ
、『
文
選
集
注
』は
巻
首
を
佚
し
て
お
り
、

該
文
は
『
文
選
集
注
』
の
佚
文
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。『
文
選
集
注
』
が
李
表
に
加
注
し
て
い
た
と
い
う
点
は
見
過
ご
せ
な
い
。

中
国
で
李
表
が
加
注
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
お
そ
ら
く
民
国
期
以
降
で
あ
っ
て
、
敦
光
の
こ
ろ
李
表
に
加
注
し
た
唯
一
の
注
釈
書

が
『
文
選
集
注
』
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
李
表
は
諸
本
に
収
載
さ
れ
る
が
、無
注
の
ま
ま
鈔
写
印
刷
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

傍
線
部
分
が
『
宝
鑰
鈔
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
。『
文
選
集
注
』
を
の
ぞ
き
李
表
が
加
注
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、『
宝
鑰
鈔
』
同
条
の
典
拠
と
な
し
う
る
の
は
『
文
選
集
注
』
し
か
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
三
辰
戴
頂
」

条
も
お
な
じ
く
『
文
選
集
注
』
か
ら
の
引
用
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

も
う
一
例
、
敦
光
が
二
箇
所
に
引
く
蕭
統
「
文
選
序
」
の
う
ち
一
条
を
あ
げ
る
。

文
選
曰
、
曲
逆
之
吐
六
奇
〈
高
祖
至
平
城
、
所
囲
匈
奴
、
陳
平
出
六
奇
計
以
解
囲
〉。

 

（「
陳
平
六
奇
」
条
。
全
書
本
二
七
頁
上
段
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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「
曲
逆
之
吐
六
奇
」が
蕭
序
の
文
章
。
問
う
べ
き
は
注
文
の
出
処
だ
が
同
文
を
見
出
し
が
た
い
。
話
柄
じ
た
い
は「
白
登
山
の
囲
い
」

と
し
て
有
名
で
、
典
拠
に
は
ふ
つ
う
『
史
記
』
巻
五
十
六
、
陳
丞
相
世
家
の
く
だ
り
「
至
平
城
為
匈
奴
所
囲
、
七
日
不
得
食
、

高
祖
用
陳
平
奇
計
、
使
単
于
閼
氏
、
囲
以
得
開
」
を
あ
げ
る
。
李
善
は
蕭
序
に
施
注
し
て
お
ら
ず
、
い
ま
最
も
古
い
の
は
五
臣

注
で
あ
る
。
該
句
に
は
張
銑
が
注
し
て
「
陳
平
封
曲
逆
侯
、
従
高
祖
平
天
下
、
凡
六
出
奇
計
」
と
い
い
、
無
注
本
に
も
転
記
さ

れ
た
。

山
崎
論
文
が
全
書
本
に
不
見
の
『
宝
鑰
鈔
』「
陳
平
六
奇
」
条
の
佚
文
を
紹
介
し
て
い
る
（
四
三
七
頁
）。

或
云
、
文
選
集
注
曰
、
陳
平
封
曲
逆
侯
、
従
高
祖
平
天
下
、
凡
出
六
奇
計
云
々
。

佚
文
は『
文
選
集
注
』所
引
の
張
銑
注
で
あ
ろ
う
。『
宝
鑰
鈔
』の
佚
名
注
と
同
文
と
は
い
い
が
た
い
の
は
、な
に
か
故
障
が
あ
っ

た
の
か
。
明
解
を
得
が
た
い
が
、「
陳
平
六
奇
」
条
に
『
文
選
集
注
』
が
引
用
さ
れ
た
と
は
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

『
宝
鑰
鈔
』
に
は
典
拠
不
明
の
、『
文
選
』
注
と
思
し
き
文
が
い
く
つ
か
あ
る
け
れ
ど
、『
文
選
集
注
』
が
参
照
さ
れ
た
と
す
れ

ば
出
処
は
説
明
し
や
す
い
。
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
例
。

文
選
第
一
云
、
抑マ
マ

下
情
而
通
諷
諭
〈
鄭
玄
曰
、
諷
謂
譬
喩
、
風
行
言
也
。
諷
、
方
鳳
反
〉。 

（
全
書
本
一
頁
下
段
）

正
文
は
班
固
「
両
都
賦
序
」、
鄭
玄
注
は
い
ま
出
処
不
明
。『
文
選
集
注
』
の
班
序
収
載
巻
は
散
佚
し
た
け
れ
ど
、
鄭
注
を
そ
の

散
佚
巻
の
注
文
と
考
え
れ
ば
説
明
は
つ
く
。

以
上
、『
宝
鑰
鈔
』
は
無
注
本
『
文
選
』
と
『
文
選
集
注
』
と
を
併
用
し
た
と
い
う
の
が
、
本
章
の
主
張
で
あ
る
。
私
見
を
是

と
す
れ
ば
無
名
氏
説
は
成
立
し
が
た
い
。
公
孫
羅
説
の
有
力
は
明
白
と
思
う
。

そ
の
ほ
か
の
テ
キ
ス
ト
の
利
用
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
く
。
五
臣
注
本
の
使
用
は
確
言
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
も
う
一
つ

の
蕭
序
の
引
用
条
（
太
田
「
第
二
編
」
九
八
〜
一
〇
一
頁
、
全
書
本
八
頁
上
段
）
に
呂
向
注
が
見
え
る
が
、
五
臣
注
本
か
『
文

（
16
）

（
17
）
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選
集
注
』
か
何
と
も
い
え
な
い
。
李
善
注
本
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
李
善
注
は
『
宝
鑰
鈔
』
で
最
も
多
く
引
か
れ
る
『
文
選
』

注
だ
が
、そ
の
出
処
は
ま
ず
は
『
文
選
集
注
』
と
推
さ
れ
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
李
善
注
本
が
参
照
さ
れ
た
痕
迹
は
見
つ
か
ら
な
い
。

『
勘
注
抄
』
の
依
拠
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
簡
単
に
述
べ
よ
う
。『
文
選
集
注
』
の
利
用
は
、
公
孫
羅
説
の
東
野
・
山
崎
は
む

ろ
ん
富
永
も
み
と
め
る
よ
う
だ
か
ら
問
題
な
い
。
あ
と
は
利
用
の
程
度
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
が
議
論
に
な
ろ
う
。
正

確
に
は
悉
皆
調
査
を
し
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
わ
た
し
は
左
思
「
呉
都
賦
」
を
例
に
サ
ン
プ
ル
調
査
を
し
て
み
た
。
同

賦
は『
勘
注
抄
』（
お
よ
び『
宝
鑰
鈔
』）で
最
も
引
用
さ
れ
る
詩
賦
の
一
つ
で
あ
る
。
挙
名
し
引
証
す
る
も
の
は
都
合
十
一
条
。『
文

選
集
注
』
は
同
賦
を
ば
巻
九
と
巻
十
に
分
巻
し
た
が
、
く
だ
ん
の
十
一
条
は
首
尾
伝
存
す
る
巻
九
に
偏
在
す
る
の
で
、『
勘
注
抄
』

と
『
文
選
集
注
』
と
を
直
接
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
調
査
の
結
果
は
、『
文
選
集
注
』
の
利
用
と
推
さ
れ
る
も
の
八
条
、
五

臣
注
本
の
利
用
と
推
さ
れ
る
も
の
二
条
、
特
定
で
き
な
い
も
の
一
条
と
の
結
論
を
え
た
。
頻
用
は
ま
ち
が
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
無
注
本
利
用
の
痕
迹
は
富
永
が
指
摘
し
て
い
る
。
李
善
注
本
参
照
の
痕
迹
は
ま
だ
見
出
し
て
い
な
い
。

『
文
選
集
注
』
を
重
用
し
つ
つ
他
本
を
も
参
照
す
る
、
い
か
に
も
博
士
家
ら
し
い
『
文
選
』
注
の
利
用
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法

は
『
文
選
』
の
訓
読
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

二　
『
文
選
』
注
の
類
書
的
利
用

『
文
選
』
注
に
限
ら
ず
、
中
国
古
典
の
注
釈
は
し
ば
し
ば
、
施
注
の
対
象
語
を
関

詞
に
様
々
な
文
章
を
蒐
集
し
た
、
い
わ
ば

用
例
集
の
ご
と
き
側
面
を
も
つ
。
紀
伝
を
家
学
と
す
る
敦
光
と
す
れ
ば
、『
文
選
』注
の
効
用
は
ま
ず『
文
選
』読
解
の
資
料
に
あ
っ

た
ろ
う
が
、
つ
い
で
種
々
の
用
例
を
博
捜
す
る
字
引
と
し
て
の
そ
れ
も
あ
っ
た
。『
文
選
』
に
通
じ
る
こ
と
は
、
そ
の
注
を
利
用

し
て
当
該
語
の
用
法
の
所
在
を
知
る
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
し
て
原
典
に
当
た
ら
ず
と
も
く
だ
ん
の
文
例
の
引
用
を
可
能
に
す
る

（
18
）

（
19
）



 10 

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
孫
引
き
の
効
用
で
あ
っ
て
、
敦
光
は
こ
れ
に
お
お
い
に
あ
ず
か
っ
た
。

本
章
は
『
勘
注
抄
』『
宝
鑰
鈔
』
を
資
料
に
『
文
選
』
注
の
類
書
的
利
用
を
論
じ
る
。
調
査
し
た
事
例
の
う
ち
『
勘
注
抄
』
か

ら
四
例
、『
宝
鑰
鈔
』
か
ら
二
例
を
え
ら
び
紹
介
す
る
こ
と
で
、
お
も
に
『
文
選
集
注
』
を
類
書
の
ご
と
く
使
っ
た
敦
光
の
手
腕

を
見
た
い
。
巻
第
の
数
字
は
基
本
的
に
李
善
注
本
の
そ
れ
。

ま
ず
は
『
勘
注
抄
』
か
ら
、
第
一
例
。
巻
一
に
「
集
注
文
選
今
案
曰
」
云
々
の
条
が
あ
り
、『
文
選
集
注
』
利
用
の
証
左
と
し

て
先
行
研
究
が
取
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
三
教
指
帰
』
巻
上
の
「
嗜
洒マ
マ

酩
酊
、
渇
猩
懐
恥
」
の
「
猩
」
へ
の
注
釈
四
条
の
一

つ
で
あ
る
。
四
条
す
べ
て
引
け
ば
左
記
の
と
お
り
。

山
海
経
曰
、
猩
〃
如
豕
而
人
面
。
異
物
志
曰
、
出
交
趾
封
谿
、
有
猩
〃
、
夜
聞
其
声
、
如
小
児
啼
。
集
注
文
選
今
案
曰
、

猩
〃
性
嗜
洒マ
マ

、
猟
之
者
将
洒マ
マ

往
置
於
傍
、
見
之
即
啼
罵
、
説
其
家
人
往
来
及
見
在
姓
字
、
然
後
嘗
之
罵
云
、
爾
来
取
我
、

而
規
我
命
、
置
必
飲
之
、
即
酔
縛
之
而
帰
。
陸
善
経
曰
、
異
物
志
、
猩
〃
好
酒
糟
及
草
屩
、
人
則
施
於
其
行
逕
、
猩
〃
見
之
、

知
人
欲
捕
、
忍
而
不
能
捨
、
於
是
酔
而
著
履
、
人
則
執
送
牢
中
、
随
其
所
須
而
与
食
、
欲
烹
則
謂
之
、
汝
自
択
肥
者
、
既

推
択
、
竟
相
対
而
泣
。 

（
太
田
「
第
十
二
編
」
四
〇
六
〜
四
〇
七
頁
）

「
集
注
文
選
」
は
『
文
選
集
注
』、「
陸
善
経
」
は
『
文
選
集
注
』
収
載
の
陸
善
経
注
に
ち
が
い
な
い
。
さ
て
『
文
選
』
の
「
呉
都
賦
」

に
「
猩
猩
啼
而
就
禽
」
の
句
が
あ
っ
て
、
劉
逵
注
が
か
く
い
う
。

山
海
経
曰
、
猩
猩
、
豕
身
人
面
。
異
物
志
曰
、
出
交
趾
、
封
谿
有
猩
猩
、
夜
聞
其
声
、
如
小
児
啼
也
。

『
勘
注
抄
』
所
引
の
『
山
海
経
』『
異
物
志
』
と
ほ
ぼ
同
文
と
い
っ
て
よ
い
。「
呉
都
賦
」
の
該
句
は
『
文
選
集
注
』
で
は
散
佚
し

た
巻
十
に
録
さ
れ
た
の
で
、
じ
か
に
『
文
選
集
注
』
の
当
該
部
分
を
見
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
。
し
か
し
『
文
選
集
注
』
は
基

本
的
に
劉
逵
注
を
収
め
る
の
で
、
こ
の
『
山
海
経
』『
異
物
志
』
の
引
文
は
あ
っ
た
は
ず
だ
。
さ
ら
に
「
今
案
」
と
陸
善
経
注
と

（
20
）
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つ
づ
く
状
況
か
ら
、
こ
の
四
条
が
『
文
選
集
注
』
収
載
「
呉
都
賦
」
の
「
猩
猩
」
の
注
文
で
あ
り
、
敦
光
は
そ
れ
ら
を
そ
の
ま

ま
移
録
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
推
定
が
み
ち
び
け
る
。

第
二
例
。『
三
教
指
帰
』
巻
上
の
「
従
教
如
円
、
則
庸
夫
子
可
登
三
公
」
に
注
し
て
、『
勘
注
抄
』
巻
一
は
范
曄
『
後
漢
書
』

と
『
晋
書
』
を
引
く
。

後
漢
書
曰
、
胡
広
、
字
伯
始
、
南・

・陽
人
也
。
六
代・

祖
剛
、
値
王
莽
居
摂
、
亡
命
交
阯
。
広
少
孤
貧
、
察
孝
廉
、
試
以
章
奏
、

為
天
下
第
一
。
凡
一
履
司
空
、
再
作
司
徒
、
三
登
大
尉
。
晋・

書
恩
倖
伝
論
曰
、
胡
広
累
世
農
夫
、
伯
始
致
位
公
相
。 （
太
田

「
第
十
二
編
」
三
九
〇
〜
三
九
一
頁
）

と
も
に
「
庸
夫
子
」
が
大
官
に
の
ぼ
っ
た
例
と
し
て
、
後
漢
末
期
の
官
僚
で
あ
っ
た
胡
広
の
伝
を
も
っ
て
引
証
し
て
い
る
。「
後

漢
書
曰
」
云
々
は
『
後
漢
書
』
列
伝
三
十
四
、
胡
広
伝
の
記
事
を
大
幅
に
節
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
胡
広
伝
原
典
の
文
章
を
『
勘

注
抄
』
と
の
一
致
部
分
に
傍
線
を
附
し
引
い
て
お
く
。

胡
広
、
字
伯
始
、
南・

・

・

・

郡
華
容
人
也
。
六
世・

祖
剛
、
清
高
有
志
節
、
平
帝
時
、
大
司
徒
馬
宮
辟
之
、
値
王
莽
居
摂
、
剛
解
其

衣
冠
、
県
府
門
而
去
、
遂
亡
命
交
阯
。
隠
於
屠
肆
之
間
、
後
莽
敗
、
乃
帰
郷
里
。
父
貢
、
交
阯
都
尉
。
広
少
孤
貧
、
親
執

家
苦
、
長
大
随
輩
入
郡
為
散
吏
、
太
守
法
雄
之
子
真
、
従
家
来
省
其
父
、
真
頗
知
人
、
会
歳
終
応
挙
、
雄
勅
真
助
其
求
才
、

雄
因
大
会
諸
吏
、
真
自
於
牖
間
密
占
察
之
、
乃
指
広
以
白
雄
、
遂
察
孝
廉
、
既
到
京
師
、
試
以
章
奏
、
安
帝
以
広
為
天
下

第
一
…
…
（
長
文
節
略
）
…
…
自
在
公
台
三
十
餘
年
、
歴
事
六
帝
、
礼
任
甚
優
、
毎
遜
位
辞
病
、
及
免
退
田
里
、
未
嘗
満
歳
、

輒
復
升
進
、
凡
一
履
司
空
、
再
作
司
徒
、
三
登
大
尉
…
…
。

長
々
と
引
用
し
て
き
た
が
、『
勘
注
抄
』
の
引
文
の
節
略
の
大
き
さ
が
諒
解
さ
れ
よ
う
。
と
く
に
わ
た
し
が
「
長
文
節
略
」
で
済

ま
し
た
部
分
は
、
中
華
書
局
本
の
約
六
頁
分
の
長
き
に
わ
た
る
。
こ
の
節
略
は
敦
光
の
所
為
で
は
な
い
。
か
れ
は
す
で
に
あ
っ

（
21
）

（
22
）
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た
胡
広
伝
の
節
略
文
を
写
し
た
だ
け
だ
。
そ
れ
を
知
る
手
が
か
り
は
「
晋
書
恩
倖
伝
論
曰
」
云
々
の
出
処
で
あ
る
。

く
だ
ん
の
文
章
は
『
晋
書
』
で
は
な
く
、
梁
の
沈
約
『
宋
書
』
巻
九
十
四
、
恩
倖
伝
の
冒
頭
に
見
え
る
。「
晋
」
は
「
宋
」
の

誤
記
と
思
し
い
。
そ
も
そ
も
「
恩
倖
伝
論
」
は
沈
約
の
撰
で
あ
り
、『
晋
書
』
に
あ
る
わ
け
は
な
い
。
沈
約
『
宋
書
』
は
『
日
本

国
見
在
書
目
録
』
正
史
家
に
著
録
さ
れ
、
九
世
紀
末
ま
で
の
日
本
将
来
が
確
認
さ
れ
る
。
文
章
博
士
を
歴
任
し
た
敦
光
な
ら
ば

閲
覧
は
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
出
典
は
『
宋
書
』
で
は
な
く
『
文
選
』
と
考
え
ら
れ
る
。「
恩
倖
伝
論
」
は
『
文
選
』

巻
五
十
に
も
収
載
さ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
同
論
の
「
胡
広
累
世
農
夫
、
伯
始
致
位
公
相
」
へ
の
李
善
注
で
あ
る
。

善
曰
、
范
曄
後
漢
書
曰
、
胡
広
、
字
伯
始
、
南・

・陽
人
。
六
世
祖
剛
、
値
王
莽
居
摂
、
亡
命
交
阯
、
莽
敗
、
乃
帰
郷
里
。
広

少
孤
貧
、
法
雄
察
広
孝
廉
、
試
以
章
奏
、
為
天
下
第
一
。
旬
月
拝
尚
書
郎
、
凡
一
履
司
空
、
再
作
司
徒
、
三
登
大
尉
。

李
善
注
所
引
『
後
漢
書
』
の
一
部
を
省
略
す
る
と
『
勘
注
抄
』
の
引
文
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
つ
い
で
着
目
す
べ
き
は

胡
広
の
本
貫
で
あ
る
。
胡
広
伝
原
典
で
は
「
南
郡
華
容
」
に
、
李
善
注
お
よ
び
『
勘
注
抄
』
所
引
胡
広
伝
で
は
「
南
陽
」
に
作
っ

て
い
る
。
南
郡
と
南
陽
郡
と
は
、
と
も
に
荊
州
（
い
ま
の
河
南
省
南
部
か
ら
湖
北
省
に
か
け
て
の
一
帯
）
の
郡
で
、
南
北
に
隣
接

し
て
お
り
混
同
し
や
す
い
。
じ
つ
は
胡
広
の
本
貫
を
「
南
陽
」
と
す
る
漢
籍
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
こ
の
李
善
注
の
ほ
か
に
見

出
せ
な
い
。
も
う
贅
言
を
要
す
ま
い
。
敦
光
は
『
文
選
』（
お
そ
ら
く
『
文
選
集
注
』）
か
ら
、
効
率
よ
く
『
後
漢
書
』
胡
広
伝

と
「
恩
倖
伝
論
」
と
を
ま
と
め
て
引
い
た
の
だ
。

第
三
例
。『
勘
注
抄
』
巻
一
は
『
三
教
指
帰
』
巻
上
、
空
海
序
「
谷
不
惜
響
」
に
注
し
て
か
く
い
う
。

王
充
論
衡
曰
、
呼
於
坑
谷
之
中
、
響
立
応
。
王
巾
頭
陀
寺
碑
文
云
、
幽
谷
無
私
、
有
来マ
マ

斯
響
。

李
周
翰
曰
、
幽
深
之
谷
本
無
私
情
、
有
声
至
則
必
答
之
以
響
、
仏
道
於
物
亦
如
是
無
私
矣
。

 

（
太
田
「
第
十
二
編
」
三
三
八
頁
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）
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王
巾
「
頭
陀
寺
碑
文
」
は
『
文
選
』
巻
五
十
九
所
収
。
同
碑
文
へ
は
李
善
注
が
く
だ
ん
の
『
論
衡
』
の
文
章
を
引
き
、
五
臣
李

周
翰
注
が
上
掲
文
を
し
る
す
。『
論
衡
』
が
『
文
選
』
注
か
ら
転
引
さ
れ
た
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。『
文
選
集
注
』
の
「
頭
陀
寺

碑
文
」
収
載
巻
は
散
佚
し
た
が
、李
善
注
と
五
臣
注
と
が
同
時
に
見
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
と
、そ
の
『
文
選
』
は
『
文
選
集
注
』

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

第
四
例
。
お
な
じ
く
空
海
序
「
遊
侠
」
へ
の
敦
光
注
（『
勘
注
抄
』
巻
一
）。
一
部
省
略
し
て
引
く
。

班
固
両
都
賦
曰
、
遊
侠
之
雄
。
漢
書
曰
、
秦
地
豪
傑
遊
侠
通
姦
。
孟
康
曰
、
同
是
非
為
侠
。
陸
法
言
曰
…
…
。
曹
憲
云

…
…
。
案
…
…
。
史
記
季
布
〔
伝
曰
〕
…
…
。
如
淳
曰
…
…
。
荀
悦
云
…
…
。
孫

云
…
…
。

 

（
太
田
「
第
十
二
編
」
三
四
五
〜
三
四
六
頁
）

上
掲
の
う
ち
、「
陸
法
言
曰
…
…
」
か
ら
「
孫

云
…
…
」
ま
で
は
、菅
原
是
善
『
東
宮
切
韻
』
か
ら
の
孫
引
き
ら
し
い
。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
で
問
う
の
は
『
漢
書
』
と
孟
康
注
と
の
出
処
で
あ
る
。「
両
都
賦
」
は
『
文
選
』
巻
一
所
収
、
該
句
は
「
西
都
賦
」
に

見
え
る
。『
漢
書
』
は
巻
二
十
八
下
、地
理
志
下
の
文
章
。
敦
光
注
は
節
略
文
で
、「
西
都
賦
」
該
句
に
李
善
が
注
し
て
「
漢
書
曰
、

秦
地
豪
傑
則・

遊
侠
通
姦
」
と
い
う
の
を
移
録
し
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。
た
だ
、い
ま
見
ら
れ
る
『
文
選
』
該
条
に
孟
康
注
は
な
い
。

じ
つ
は
地
理
志
原
典
（
師
古
本
）
に
も
孟
康
注
は
な
い
。「
同
是
非
為
侠
」
の
注
文
は
、『
漢
書
』
巻
三
十
七
、
季
布
伝
冒
頭
お

よ
び
『
史
記
』
巻
一
百
、
季
布
伝
に
如
淳
注
と
し
て
引
載
さ
れ
て
い
る
。「
西
都
賦
」
を
収
録
し
て
い
た
だ
ろ
う
『
文
選
集
注
』

巻
一
は
す
で
に
散
佚
し
確
認
で
き
な
い
が
、『
文
選
集
注
』
で
は
「
漢
書
曰
、
秦
地
豪
傑
遊
侠
通
姦
」
と
と
も
に
、
孟
康
注
と
し

て
「
同
是
非
為
侠
」
と
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

『
宝
鑰
鈔
』
か
ら
は
つ
ぎ
の
例
。『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
中
の
「
割
万
戸
而
鳴
鐘
、開
千
項
而
犯
食
」
へ
の
敦
光
注
（『
宝
鑰
鈔
』
巻
上
）。

誤
写
が
多
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
犯
食
」
と
「
鳴
鐘
」
と
の
用
例
で
あ
る
。

（
26
）

（
27
）

（
28
）
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文
選
云
、
質
張
里
之
家
、
撃
鐘
犯
食
〈
質
氏
以
源・

削
而
鑿・

食
矣
〉。
又
云
、
出
平
原
而
聯
騎
、
居
里
鐸
而
鳴
鐘
〈
漢
書
曰
、

濁
氏
以
胃
晡
而
連
騎
、
張
里
以
馬
・

・以
撃
鐘
〉。 

（
全
書
本
一
六
頁
下
段
）

正
文
は
前
者
が
張
衡
「
西
京
賦
」、
後
者
が
劉
孝
標
「
広
絶
交
論
」
で
あ
る
が
、
注
文
は
と
も
に
「
西
京
賦
」
の
李
善
注
で
あ
る
。

後
者
の
李
善
注
が
「
連
騎
、
鳴
鐘
、
已
見
西
京
賦
」
と
い
う
の
に
倣
っ
た
の
だ
ろ
う
。
李
善
の
二
つ
の
注
文
は
『
漢
書
』
巻

九
十
一
、
貨
殖
伝
の
ひ
と
つ
づ
き
の
文
章
だ
が
、
現
行
刊
本
所
引
の
李
善
注
は
原
典
と
句
の
順
次
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
異
な
る
。

質
氏
以
洒
削
而
鼎
食
、
濁
氏
以
胃
晡
而
連
騎
、
張
里
以
馬
医
而
撃
鐘
。 

（
原
典
）

濁
氏
以
胃
晡
而
連
騎
、
質
氏
以
洒
削
而
鼎
食
、
張
里
以
馬
医
而
撃
鐘
。 

（
現
行
刊
本
所
引
李
善
注
）

か
り
に
敦
光
が
現
行
刊
本
の
李
善
注
を
見
た
な
ら
、
上
掲
の
よ
う
に
引
用
す
る
だ
ろ
う
か
。

『
宝
鑰
鈔
』
に
は
「
西
京
賦
」
の
引
用
が
も
う
一
条
あ
る
。『
秘
蔵
宝
鑰
』
巻
下
の
「
禹
名
舌
断
」
条
へ
の
敦
光
注
で
あ
る
（『
宝

鑰
鈔
』
巻
下
）。

文
選
四・

、
伯
益
不
能
名
。
注
云
、
列
子
曰
、
北
海
有
魚
名
鯤
、
有
鳥
名
鵬
。
大
禹
行
而
見
之
、
伯
益
知
而
名
之
。

 

（
全
書
本
五
八
頁
下
段
）

「
西
京
賦
」
正
文
に
く
わ
え
李
善
注
所
引
『
列
子
』
が
引
か
れ
る
。
本
条
に
つ
い
て
は
、
富
永
論
文
が
「
四
」
が
「
曰
」
の
誤
写

で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
四
七
一
頁
注
51
）。『
宝
鑰
鈔
』
所
載
の
『
文
選
』
巻
第
は
本
条
を
の
ぞ
き
み
な
無
注
本
の

そ
れ
で
あ
る
。「
西
京
賦
」
は
無
注
本
で
は
巻
一
に
配
さ
れ
る
か
ら
、
本
条
は
も
と
「
文
選
一・

曰・

」
と
あ
っ
た
可
能
性
は
小
さ
く

な
い
。「
西
京
賦
」
正
文
が
無
注
本
『
文
選
』
か
ら
引
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
注
文
の
出
処
は
『
文
選
集
注
』
の
可
能
性
が
高
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
文
選
集
注
』
所
引
李
善
注
と
現
行
刊
本
所
引
李
善
注
と
に
多
く
の
異
同
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。『
文
選
集
注
』
の
「
西
京
賦
」
収
載
巻
（
お
そ
ら
く
巻
三
）
は
散
佚
し
て
お
り
確
認
は
で
き
な
い
が
、『
文
選
集
注
』
で

（
29
）

（
30
）

（
31
）
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は
貨
殖
伝
原
典
と
お
な
じ
句
順
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
わ
ず
か
だ
け
れ
ど
、
敦
光
が
『
文
選
』
注
か
ら
諸
漢
籍
を
孫
引
き
し
た
例
を
し
め
し
た
。
い
ま
紙
幅
の
関
係
で
こ
れ

だ
け
に
止
め
る
が
、
こ
の
種
の
徴
証
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。『
勘
注
抄
』『
宝
鑰
鈔
』
と
も
に
『
文
選
集
注
』
利
用
の
蓋
然

性
は
高
く
、
し
た
が
っ
て
孫
引
き
も
と
も
『
文
選
集
注
』
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

『
文
選
』
注
を
類
書
的
に
利
用
す
る
と
い
っ
て
も
、
索
引
さ
え
な
い
時
代
に
く
だ
ん
の
手
法
を
実
践
す
る
に
は
『
文
選
』
に
通

暁
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
式
家
の
文
選
学
の
蓄
積
そ
し
て
敦
光
個
人
の
研
学
の
成
果
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
か
れ
が
活
躍
す
る
直
前
ま
で
、『
白
氏
文
集
』
の
流
行
に
お
さ
れ
日
本
の
文
選
学
は
一
時
衰
退
を
餘
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
復
興
を
は
か
っ
た
の
は
敦
光
の
師
と
推
さ
れ
る
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
〜
一
一
一
一
）
で
あ
る
。
か
れ
の
企

図
は
一
定
の
成
果
を
お
さ
め
た
よ
う
で
、
院
政
期
の
学
藝
は
『
文
選
』
の
再
評
価
と
い
う
側
面
を
も
つ
。『
文
選
』
へ
関
心
を
向

け
る
知
識
人
が
ふ
た
た
び
増
え
る
な
か
、
そ
の
有
力
な
一
人
が
敦
光
で
あ
っ
た
。
式
家
の
当
代
と
し
て
文
選
学
復
興
の
一
翼
を

に
な
っ
た
の
だ
。

そ
の
こ
ろ
敦
光
の
二
著
の
ほ
か
、
成
安
撰
『
三
教
指
帰
注
集
』、
覚
明
撰
『
三
教
指
帰
注
』、
佚
名
撰
『
性
霊
集
略
注
』
な
ど

が
現
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
文
選
語
を
駆
使
し
た
先
達
と
し
て
空
海
の
著
作
に
注
目
が
あ
つ
ま
っ
た
。
こ
れ
も
『
文

選
』
の
修
学
を
促
進
し
た
は
ず
だ
。
敦
光
が
『
文
選
』
注
を
お
お
い
に
利
用
し
た
の
は
、
種
々
の
意
味
で
必
然
と
い
う
べ
き
だ

ろ
う
。

小
論
の
調
査
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
敦
光
は
複
数
の
『
文
選
』
テ
キ
ス
ト
を
併
用
し
て
い
る
。
文
選
学
の
専
家
と
し
て
の

（
32
）

（
33
）
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考
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
諸
本
の
う
ち
『
文
選
集
注
』
の
重
用
が
め
だ
つ
。『
文
選
集
注
』
は
院
政
期
以
降
の
文
献
に
頻

繁
に
引
証
さ
れ
る
が
、
敦
光
の
重
用
と
あ
わ
せ
推
測
す
れ
ば
、
復
興
文
選
学
を
さ
さ
え
た
最
大
の
書
が
『
文
選
集
注
』
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。「
紀
伝
の
博
士
家
の
存
在
そ
の
も
の
を
支
え
て
い
た
の
が
『
文
選
集
注
』」（
山
崎
論
文
四
三
八
頁
）
と
い
う

評
価
さ
え
あ
る
。
行
論
の
都
合
上
、『
文
選
集
注
』
所
引
『
文
選
鈔
』
の
撰
者
問
題
に
関
説
し
、公
孫
羅
説
に
左
袒
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
無
名
氏
説
は
存
立
の
基
盤
を
消
失
し
た
と
思
し
い
。

さ
て
、
文
選
学
の
復
興
は
敦
光
の
こ
ろ
を
も
っ
て
完
遂
し
た
だ
ろ
う
が
、
そ
の
餘
波
は
鎌
倉
時
代
に
ま
で
と
ど
い
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
平
基
親
（
一
一
五
一
〜
？
）
の
『
往
生
要
集
外
典
抄
』
が
あ
る
。
同
書
は
、
源
信
『
往
生
要
集
』
の
外
典
に
典
拠

す
る
語
句
に
つ
い
て
、
二
十
九
条
だ
け
だ
が
典
拠
を
調
査
し
た
も
の
で
、
基
親
は
『
文
選
』
李
善
注
か
ら
諸
典
籍
を
孫
引
き
し

て
い
る
。
た
だ
、
鎌
倉
・
室
町
と
文
選
学
が
ふ
た
た
び
停
滞
す
る
と
、『
文
選
』
注
を
類
書
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
る
。

だ
れ
に
で
も
で
き
る
藝
当
で
は
な
い
か
ら
だ
。
敦
光
の
文
選
学
を
継
承
す
る
難
事
を
思
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

注（
1
）　

拙
稿
「『
三
教
勘
注
抄
』
と
類
書
」（『
京
都
産
業
大
学
論
集　

人
文
科
学
系
列
』
第
五
四
号
、
二
〇
二
一
年
）。
以
下
、
別
稿
と
呼
ぶ
。

（
2
）　

山
崎
誠
「
式
家
文
選
学
一
斑

―
文
選
集
注
の
利
用
」（『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
。
初
出

一
九
八
九
年
。
以
下
、
山
崎
論
文
）
四
一
一
頁
。『
文
選
』
注
の
小
学
書
的
利
用
に
つ
い
て
は
、
河
野
貴
美
子
「
藤
原
敦
光
『
三
教
勘
注

抄
』
の
方
法

―
音
義
注
を
中
心
に
」（
河
野
貴
美
子
・
張
哲
俊
編
『
東
ア
ジ
ア
世
界
と
中
国
文
化

―
文
学
・
思
想
に
み
る
伝
播
と
再

創
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
の
分
析
が
あ
る
（
一
八
八
〜
一
九
六
頁
）。
ま
た
渡
邉
美
由
紀
「『
世
俗
諺
文
』
引
用
書
目
の
研
究

―
『
文
選
』
を
中
心
に
」（『
水
門
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
一
年
）
が
指
摘
し
た
、
源
為
憲
（
？
〜
一
〇
一
一
）『
世
俗
諺
文
』
に
お
け

る
李
善
注
か
ら
の
孫
引
き
は
、『
文
選
』
注
を
類
書
的
に
利
用
し
た
例
と
い
え
よ
う
。

（
3
）　
『
勘
注
抄
』
巻
一
・
二
の
翻
刻
が
、
太
田
次
男
「
第
十
二
編　

高
野
山
宝
寿
院
蔵
『
三
教
勘
注
抄
』
巻
一
・
二
〔
平
安
末
鎌
倉
初
間
〕

（
34
）
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写
本
に
つ
い
て

―
附
・
本
文
の
翻
印
」（『
空
海
及
び
白
楽
天
の
著
作
に
係
わ
る
注
釈
書
類
の
調
査
研
究
』
中
、
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
七
年
）
に
、
巻
五
の
翻
刻
が
、
太
田
「
第
十
一
編　

東
寺
宝
菩
提
院
三
密
蔵
『
三
教
勘
注
抄
』
巻
五
〔
鎌
倉
初
〕
写
本
に
つ
い

て

―
附
・
本
文
の
翻
印
」（
同
前
）
に
あ
る
。
ほ
か
に
巻
一
・
二
・
三
の
増
補
本
の
抄
出
本
（
霊
友
館
蔵
）
の
翻
刻
が
、
太
田
「
第
一

編　

平
安
末
写
三
教
指
帰
敦
光
注
に
つ
い
て

―
解
題
と
翻
印
」（『
空
海
及
び
白
楽
天
の
著
作
に
係
わ
る
注
釈
書
類
の
調
査
研
究
』
上
、

勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
に
、
巻
一
の
増
補
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）
の
翻
刻
が
、
太
田
「
第
三
編　

尊
経
閣
文
庫
蔵
三
教
勘
注
抄
に

つ
い
て
」（
同
前
）
に
あ
る
。
小
論
の
『
勘
注
抄
』
閲
読
は
、
も
っ
ぱ
ら
太
田
の
翻
刻
に
よ
っ
た
。
太
田
論
文
の
掲
出
に
は
、
そ
の
論
題

が
長
い
の
で
、
次
出
以
降
は
論
文
の
編
次
を
も
っ
て
略
称
す
る
。

（
4
）　

続
真
言
宗
全
書
刊
行
会
校
訂
『
真
言
宗
全
書
』
第
十
一
巻
（
続
真
言
宗
全
書
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
）
に
翻
刻
を
お
さ
め
る
。
底
本

は
高
野
山
明
王
院
蔵
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
鈔
本
。
た
だ
全
書
本
に
は
誤
写
・
誤
字
が
非
常
に
多
い
。
巻
上
の
一
部
の
み
（
全
書
本

の
四
頁
下
段
末
二
行
か
ら
一
三
頁
下
段
第
十
行
ま
で
）
だ
が
平
安
末
鈔
零
本
が
現
存
し
、
太
田
次
男
「
第
二
編　

秘
蔵
宝
鑰
鈔
平
安
末

写
零
本
に
つ
い
て
」（
前
掲
『
空
海
及
び
白
楽
天
の
著
作
に
係
わ
る
注
釈
書
類
の
調
査
研
究
』
上
）
が
影
印
翻
刻
し
て
い
る
。
太
田
論
文

の
掲
出
法
は
上
に
お
な
じ
。

（
5
）　

大
塚
雅
司
「『
都
氏
文
集
』
に
お
け
る
『
文
選
』
の
影
響

―
『
五
臣
注
文
選
』
摂
取
の
上
限
に
つ
い
て
」（『
論
輯
』〔
駒
沢
大
学
大

学
院
国
文
学
会
〕
第
一
七
号
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
貞
観
十
四
年
（
八
七
二
）
ま
で
五
臣
注
本
の
将
来
は
遡
及
で
き
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

（
6
）　

佚
名
撰
『
文
選
集
注
』
百
二
十
二
巻
は
、
正
文
の
ほ
か
李
善
注
と
五
臣
注
さ
ら
に
『
文
選
鈔
』・『
文
選
音
決
』・
陸
善
経
注
な
ど
諸
注

を
選
択
収
録
し
た
、『
文
選
』
の
注
釈
を
一
覧
す
る
に
は
便
利
な
書
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
そ
の
過
半
は
散
佚
し
た
。
現
存
巻
は
周
勛
初

纂
輯
『
唐
鈔
文
選
集
註
彙
存
』
全
三
巻
（
増
補
版
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
集
成
影
印
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
李

善
注
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
王
朝
の
宣
徳
三
年
（
一
四
二
八
）
刊
六
家
注
本
を
底
本
に
諸
本
に
よ
り
校
勘
し
た
兪
紹
初
ほ
か
点
校
『
新
校

訂
六
家
注
文
選
』（
鄭
州
大
学
出
版
社
、二
〇
一
四
〜
二
〇
一
五
年
）
に
、五
臣
注
本
に
つ
い
て
は
、朝
鮮
王
朝
の
正
徳
四
年
（
一
五
〇
九
）

刊
五
臣
単
注
本
を
影
印
し
た
『
日
本
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
朝
鮮
版
五
臣
注
文
選
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
に
、
お
の

お
の
よ
っ
た
。
こ
ら
ら
朝
鮮
本
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
藤
原
道
長
の
摺
本
文
選
」（『
鷹
陵
史
学
』
第
三
六
号
、
二
〇
一
〇
年
）

で
ふ
れ
た
。
ま
た
正
徳
本
に
つ
い
て
は
、
趙
蕾
『
朝
鮮
正
徳
四
年
本
《
五
臣
注
文
選
》
研
究
』（
河
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
の

専
著
が
あ
る
。
無
注
本
は
日
中
に
い
く
つ
か
の
残
巻
が
つ
た
わ
る
が
、
そ
の
う
ち
日
本
の
九
条
本
が
最
大
の
二
十
三
巻
を
存
し
重
要
で

あ
る
。
九
条
本
に
つ
い
て
は
、
阿
部
隆
一
「
東
山
御
文
庫
尊
蔵
（
九
条
家
旧
蔵
）
旧
鈔
本
文
選
に
つ
い
て
」（『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
』
第
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一
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
。
初
出
同
書
）、
山
崎
論
文
、
佐
竹
保
子
「
九
条
家
本
『
文
選
』
に
つ
い
て
」（
歴
博
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
予
稿
集
『
東
ア
ジ
ア
を
む
す
ぶ
漢
籍
文
化
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
参
照
。

（
7
）　

東
野
治
之
「『
文
選
集
注
』
所
引
の
『
文
選
鈔
』」（『
史
料
学
遍
歴
』
雄
山
閣
、二
〇
一
七
年
。
初
出
一
九
八
六
年
。
以
下
、東
野
論
文
）、

山
崎
論
文
。
念
の
た
め
い
い
そ
え
れ
ば
、
東
野
論
文
は
慎
重
に
も
『
宝
鑰
鈔
』
所
引
『
文
選
鈔
』
が
『
文
選
集
注
』
か
ら
の
直
引
か
は

未
詳
と
し
（
注
13
）、
山
崎
論
文
も
敦
光
が
利
用
し
た
の
が
『
文
選
集
注
』
そ
の
も
の
で
な
く
式
家
に
蓄
積
さ
れ
た
『
文
選
』
の
撰
句
類

で
あ
っ
た
可
能
性
を
も
指
摘
す
る
（
四
三
八
頁
）。
た
だ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
結
論
は
変
わ
ら
な
い
。
敦
光
に
と
っ
て
『
勘
注
抄
』
と
『
宝

鑰
鈔
』
と
で
引
い
た
『
文
選
鈔
』
が
同
一
書
と
認
識
し
て
い
た
と
い
う
点
が
公
孫
羅
説
の
肝
腎
で
あ
る
か
ら
だ
。
直
接
の
引
用
源
の
如

何
は
公
孫
羅
説
の
正
否
に
か
か
わ
ら
な
い
。
岡
村
繁
『
文
選
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
も
、
公
孫
羅
説
支
持
を
表
明
し
て

い
る
（
四
〇
〜
四
一
頁
の
注
9
）。
中
国
で
公
孫
羅
説
に
立
つ
も
の
と
し
て
は
、
金
少
華
『
古
抄
本
《
文
選
集
注
》
研
究
』（
浙
江
大
学

出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
三
三
〜
一
四
七
頁
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。
な
お
金
は
敦
光
の
著
作
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

（
8
）　

森
野
繁
夫
・
富
永
一
登
「
文
選
集
注
所
引
「
鈔
」
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
二
十
九
輯
、
一
九
七
七
年
）。

（
9
）　

富
永
一
登
「『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』
に
見
え
る
「
文
選
鈔
」」（『
文
選
李
善
注
の
研
究
』
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
。
初
出
一
九
八
九
年
。

以
下
、
富
永
論
文
）。
富
永
は
、
岡
村
繁
『
文
選
の
研
究
』（
前
掲
）
の
書
評
（『『
文
選
』
李
善
注
の
活
用
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
七
年
。

初
出
二
〇
〇
〇
年
）
で
も
当
該
問
題
に
ふ
れ
、
あ
ら
た
め
て
自
説
の
正
し
さ
を
確
認
し
て
い
る
（
二
八
〇
頁
）。
中
国
で
無
名
氏
説
に
立

つ
も
の
と
し
て
は
、王
翠
紅
『《
文
選
集
注
》
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
一
九
年
）
一
四
〇
〜
一
五
〇
頁
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。

な
お
王
は
敦
光
の
著
作
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

（
10
）　
「
九
辯
」
を
収
載
し
て
い
た
は
ず
の
『
文
選
集
注
』
巻
六
十
六
も
す
で
に
散
佚
。
正
文
と
注
文
と
の
分
句
は
李
善
単
注
本
の
よ
う
で
も

あ
る
が
、『
文
選
集
注
』
も
そ
う
だ
っ
た
か
、
確
認
で
き
な
い
。

（
11
）　

平
安
末
鈔
本
で
は
「
三
辰
戴
頂
」
条
を
ふ
く
む
一
紙
分
が
脱
落
し
て
い
る
。
太
田
「
第
二
編
」
六
〇
・
七
六
〜
七
七
頁
参
照
。

（
12
）　

九
条
本
の
書
込
を
史
料
に
、
陳

「
な
ぜ
旧
鈔
本
『
文
選
』
に
「
上
文
選
注
表
」
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
の
か

―
復
元
し
た
『
集
注

文
選
』
序
文
の
巻
を
手
掛
か
り
と
し
て
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
四
八
巻
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
九
条
本
所
見
集
注
本
李
善
《
上
文

選
注
表
》
之
原
貌
」（『
国
際
漢
学
研
究
通
訊
』
第
二
期
、
二
〇
一
一
年
）
が
、『
文
選
集
注
』
の
李
表
収
載
部
分
を
復
元
し
て
い
る
。
富

永
論
文
四
〇
〇
頁
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
書
込
と
同
文
が
上
野
本
（
無
注
）
の
鼇
頭
に
あ
る
。
上
野
本
は
「
集
云
」
の
二
字
を
缺

く
が
、
こ
れ
も
『
文
選
集
注
』
か
ら
の
転
引
で
あ
ろ
う
。
敦
光
注
の
波
線
部
分
は
九
条
本
・
上
野
本
と
も
に
見
え
な
い
の
で
、『
文
選
集

注
』
で
は
な
く
敦
光
の
案
語
と
い
ち
お
う
解
し
て
お
く
。
な
お
富
永
論
文
は
九
条
本
の
当
該
書
込
に
は
無
言
で
あ
る
。
猿
投
神
社
蔵
の
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正
安
本
（
一
三
〇
四
年
識
語
）
は
巻
頭
を
完
備
し
た
無
注
本
だ
が
、
く
だ
ん
の
書
込
は
な
い
。
小
林
芳
規
「
猿
投
神
社
蔵
正
安
本
文
選
」

（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
四
号
、一
九
六
〇
年
）
に
翻
刻
が
あ
る
。
念
の
た
め
い
い
そ
え
れ
ば
、当
該
書
込
に
関
連
す
る
語
句
は
『
文

選
』
の
正
文
に
も
見
え
る
。「
言
魏
文
帝
曰
…
…
」
に
つ
い
て
は
、
曹
丕
「
典
論
論
文
」（
李
善
注
本
で
は
巻
五
十
二
、『
文
選
集
注
』
佚
）

に
「
里
語
曰
、家
有
弊
帚
、享
之
千
金
。
斯
不
自
見
之
患
也
」
と
あ
っ
て
、李
善
が
『
東
漢
漢
記
』
光
武
紀
よ
り
こ
の
「
里
語
」
を
引
く
。

「
石
状
似

…
…
」
に
つ
い
て
は
、
応

「
百
一
詩
」（
李
善
注
本
で
は
巻
二
十
一
、『
文
選
集
注
』
佚
）
の
「
宋
人
遇
周
客
」
と
あ
っ
て
、

李
善
が
『
闕
子
』
よ
り
同
一
の
話
柄
を
引
く
。「

石
」
お
よ
び
「
燕
石
」
の
語
は
、い
ま
『
文
選
』
で
は
こ
の
李
善
注
に
し
か
見
え
ず
。

た
だ
、
こ
れ
ら
李
善
注
の
文
章
は
、
く
だ
ん
の
『
文
選
集
注
』
佚
文
と
大
き
く
ち
が
う
。

（
13
）　

初
め
て
施
注
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
高
歩
瀛
（
一
八
七
三
〜
一
九
四
〇
）
の
『
文
選
李
注
義
疏
』（
北
平
直
隷
書
局
、
一
九
三
七
年
）

で
は
な
い
か
（
い
ま
中
華
書
局
の
点
校
本
あ
り
、一
九
八
五
年
刊
）。『
文
選
集
注
』
が
李
表
に
施
注
す
る
こ
と
は
、ひ
さ
し
く
未
詳
で
あ
っ

た
『
文
選
集
注
』
の
撰
述
地
が
日
本
で
あ
る
こ
と
の
有
力
な
証
左
に
な
る
。
陳

「『
集
注
文
選
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て

―
平
安
の

史
料
を
手
掛
か
り
と
し
て
」（『
中
国
文
学
論
集
』〔
九
州
大
学
〕
第
三
八
号
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
「《
文
選
集
注
》
之
編
撰
者
及
其
成
書

年
代
考
」（『
域
外
漢
籍
研
究
集
刊
』
第
六
輯
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
14
）　

い
ま
の
と
こ
ろ
、
く
だ
ん
の
書
込
は
敦
光
の
時
代
ま
で
は
遡
及
で
き
な
い
。
九
条
本
は
全
巻
一
筆
で
は
な
く
八
種
の
異
本
を
取
り
合

わ
せ
た
本
で
あ
る
が
、
巻
首
は
南
北
朝
時
代
の
鈔
写
と
い
う
。
そ
の
祖
本
は
、
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
に
藤
原
相
房
な
る
式
家
の
学

者
と
推
さ
れ
る
人
物
が
、
菅
原
・
大
江
両
家
の
証
本
に
よ
っ
て
校
勘
・
筆
写
し
た
も
の
と
奥
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
佐
竹
保
子
「
九

条
家
本
『
文
選
』
に
つ
い
て
」（
前
掲
）
一
二
八
頁
参
照
。

（
15
）　

九
条
本
・
上
野
本
の
「
三
辰
」
へ
の
傍
記
に
「
日
月
星
也
」
と
あ
る
。
宋
本
『
玉
篇
』
巻
三
十
「
辰
」
に
も
「
三
辰
、
日
月
星
也
」

と
あ
る
け
れ
ど
、
こ
こ
で
は
『
文
選
集
注
』
説
を
と
っ
て
お
く
。『
宝
鑰
鈔
』
の
音
注
は
宋
本
『
玉
篇
』
の
反
切
に
多
く
一
致
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
河
野
貴
美
子
「
平
安
期
に
お
け
る
中
国
古
典
籍
の
摂
取
と
利
用

―
空
海
撰
『
秘
蔵
宝
鑰
』
お
よ
び
藤
原
敦
光

撰
『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』
を
例
に
」（
榎
本
淳
一
ほ
か
編
『
中
国
学
術
の
東
ア
ジ
ア
伝
播
と
古
代
日
本
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
二
一
七

〜
二
一
八
頁
。

（
16
）　
「
諷
、
方
鳳
反
」
の
音
注
の
み
九
条
本
傍
記
に
も
見
え
る
。
富
永
論
文
四
〇
〇
頁
。

（
17
）　
『
文
選
集
注
』
所
引
『
文
選
鈔
』
が
三
十
巻
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
。
東
野
論
文
二
一
八
〜
二
一
九
頁
が
い
う
よ
う
に
、
三
十
巻
本

の
公
孫
羅
『
文
選
鈔
』
が
あ
っ
た
と
し
て
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
し
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
の
撰
者
不
詳
「
文
選
鈔
卅
」
が
そ
の
公

孫
羅
『
文
選
鈔
』
と
い
う
こ
と
、つ
ま
り
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
が
「
公
孫
羅
撰
」
を
省
略
し
た
（
あ
る
い
は
室
生
寺
本
が
誤
脱
し
た
）
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可
能
性
も
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

（
18
）　
『
勘
注
抄
』
巻
一
に
三
条
（
太
田
「
第
十
二
編
」
三
七
二
・
三
九
九
・
四
一
四
頁
）、
同
巻
二
に
四
条
（
太
田
「
第
十
二
編
」

四
八
七
・
四
八
九
・
四
九
四
・
四
九
七
頁
）、
同
巻
五
に
四
条
（
太
田
「
第
十
一
編
」
二
五
四
・
二
七
一
・
二
七
三
・
二
七
三
頁
）、
以

上
あ
わ
せ
て
十
一
条
。
特
定
で
き
な
い
一
条
と
は
、
太
田
「
第
十
二
編
」
三
七
二
頁
の
そ
れ
。
五
臣
注
本
利
用
の
二
条
と
は
、
太
田
「
第

十
二
編
」
四
八
九
頁
・
同
「
第
十
一
編
」
二
七
三
頁
の
そ
れ
。
そ
の
ほ
か
は
『
文
選
集
注
』
を
専
用
。
な
お
巻
一
に
見
え
る
二
条
（
太

田
「
第
十
二
編
」
三
七
六
・
三
七
七
頁
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
蜀
都
賦
」「
魏
都
賦
」
の
誤
り
。

（
19
）　

松
本
光
隆
「
文
選
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
に
つ
い
て
」（『
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
論
』
汲
古
書
院
、二
〇
〇
七
年
。

初
出
一
九
八
五
年
）。
な
お
、
成
安
『
三
教
指
帰
注
集
』
の
利
用
し
た
『
文
選
』
に
つ
い
て
、
山
崎
論
文
が
成
安
は
も
っ
ぱ
ら
李
善
注
に

依
拠
し
『
文
選
集
注
』
を
利
用
し
た
形
跡
が
な
い
と
す
る
（
四
三
五
頁
）
の
に
対
し
、
佐
藤
義
寛
『
三
教
指
帰
注
集
の
研
究
』（
大
谷
大

学
、
一
九
九
二
年
）
は
、
成
安
も
『
文
選
集
注
』
を
参
照
し
た
可
能
性
が
た
か
い
と
い
う
（
二
七
三
頁
）。

（
20
）　

東
野
論
文
二
一
六
頁
、
山
崎
論
文
四
三
三
〜
四
三
四
頁
。

（
21
）　
『
文
選
』
正
文
に
「
猩
」
が
登
場
す
る
の
は
、「
呉
都
賦
」
以
外
に
は
つ
ぎ
の
三
件
が
あ
る
。
巻
四
の
左
思
「
蜀
都
賦
」、
巻
三
十
一
の

江
淹
「
雑
体
詩
三
十
首　

謝
臨
川
」、巻
三
十
五
の
張
協
「
七
命
八
首
」。
後
二
者
の
『
文
選
集
注
』
該
当
巻
は
す
で
に
散
佚
。「
蜀
都
賦
」

の
み
、収
載
す
る
『
文
選
集
注
』
巻
八
が
完
存
す
る
が
、『
山
海
経
』『
異
物
志
』
の
引
用
は
な
い
。
ま
た
三
件
の
現
存
注
文
に
『
山
海
経
』

『
異
物
志
』
の
引
用
は
な
い
。

（
22
）　

胡
広
の
伝
記
的
事
項
に
つ
い
て
、
西
川
利
文
「
胡
広
伝
覚
書

―
党
錮
事
件
理
解
の
前
提
と
し
て
」（『
文
学
部
論
集
』〈
佛
教
大
学
〉

第
八
二
号
、
一
九
九
八
年
）
の
専
論
が
あ
る
。

（
23
）　

霊
友
館
本
（
太
田
「
第
一
編
」
一
六
頁
）・
尊
経
閣
文
庫
本
（
太
田
「
第
三
編
」
二
〇
二
頁
）
と
も
に
「
晋
書
」
に
作
る
か
ら
、
誤
記

は
敦
光
の
原
本
に
す
で
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
24
）　
『
後
漢
書
』
郡
国
志
四
。
な
お
華
容
県
は
南
郡
の
県
で
あ
る
。『
通
志
』
巻
一
百
九
下
が
、
胡
広
を
「
南
陽
華
容
人
」
と
す
る
が
、
南

陽
郡
に
華
容
県
は
な
い
。

（
25
）　
『
文
選
集
注
』
の
「
恩
倖
伝
論
」
収
載
巻
は
散
佚
し
た
の
で
確
認
不
可
。『
蒙
求
』
巻
上
に
第
二
九
句
「
胡
広
補
闕
」
が
あ
っ
て
、
補

注
が
『
後
漢
書
』
胡
広
伝
を
引
く
が
、
胡
広
の
本
貫
を
「
南
郡
華
容
」
と
す
る
う
え
、
節
略
の
具
合
も
相
違
が
多
く
出
典
で
は
な
い
。

旧
注
も
お
な
じ
く
胡
広
伝
を
引
く
が
、
い
っ
そ
う
の
節
略
文
で
本
貫
の
記
載
が
な
く
こ
れ
も
出
典
で
は
な
い
。

（
26
）　
『
論
衡
』
の
該
文
を
現
行
の
『
論
衡
』
に
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
李
善
注
の
誤
記
だ
ろ
う
か
。
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（
27
）　

上
田
正
『
切
韻
逸
文
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年
）
三
九
四
・
四
八
八
頁
、
河
野
貴
美
子
「
藤
原
敦
光
『
三
教
勘
注
抄
』
の

方
法

―
音
義
注
を
中
心
に
」（
前
掲
）
一
八
四
頁
。

（
28
）　
「
呉
都
賦
」
に
「
任
侠
」
の
語
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
李
善
が
注
し
て
「
如
淳
曰
」
云
々
と
引
く
。『
文
選
集
注
』
な
ら
巻
九
、
前
掲
『
唐

鈔
文
選
集
註
彙
存
』
一
・
一
九
二
頁
。

（
29
）　

九
条
本
を
ふ
く
め
諸
本
は
「
犯
」
を
「
鼎
」
に
作
る
。「
犯
」
は
「
鼎
」
に
同
義
。
九
条
本
の
傍
記
に
「
質
氏
洒・
削
」
と
あ
り
。

（
30
）　
「
西
京
賦
」
は
『
文
選
集
注
』
で
は
お
そ
ら
く
巻
四
に
配
巻
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、「
四
」
は
『
文
選
集
注
』
の
巻
数
だ
っ
た
可
能
性

も
あ
る
。
な
お
『
文
選
集
注
』
巻
四
は
散
佚
。

（
31
）　

岡
村
繁
「『
文
選
集
注
』
と
宋
明
版
行
の
李
善
注
」（
前
掲
『
文
選
の
研
究
』。
初
出
一
九
七
九
年
）。

（
32
）　

神
田
喜
一
郎
「
文
選
の
は
な
し
」（『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
第
三
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
。
初
出
一
九
六
二
年
）
三
〇
二
〜

三
〇
三
頁
、
佐
藤
道
生
「
大
江
匡
房
の
『
文
選
』
受
容
」（『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
。
初
出

一
九
九
五
年
）
八
四
〜
八
五
頁
、
増
尾
伸
一
郎
「〈
文
選
博
士
〉
考

―
吉
備
真
備
・
安
倍
清
明
・
大
江
匡
房
を
む
す
ぶ
も
の
」（
小
峯

和
明
編
『
漢
文
文
化
圏
の
説
話
世
界
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
〇
年
）
一
六
一
〜
一
六
四
頁
。
敦
光
が
匡
房
に
師
事
し
た
と
い
う
推
定
は
、

大
曾
根
章
介
「
院
政
期
の
一
鴻
儒

―
藤
原
敦
光
の
生
涯
」（『
日
本
漢
文
学
論
集
』
第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
。
初
出

一
九
七
七
年
）
四
一
六
頁
。

（
33
）　

た
と
え
ば
藤
原
頼
長
の
『
文
選
』
へ
の
傾
斜
。
柳
川
響
「
二
つ
の
遺
戒

―
「
家
訓
序
」
と
「
戒
両
男
」（『
藤
原
頼
長
「
悪
左
府
」

の
学
問
と
言
説
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
八
年
。
初
出
同
書
）。

（
34
）　

山
崎
誠
「
平
基
親
撰
「
往
生
要
集
外
典
鈔
」
考
」（
前
掲
『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』。
初
出
同
書
）
が
、
目
下
『
往
生
要
集
外

典
抄
』
に
関
す
る
唯
一
の
専
論
と
思
し
い
。
わ
た
し
も
、拙
稿
「『
往
生
要
集
外
典
抄
』
出
典
考

―
『
文
選
』
の
利
用
を
中
心
に
」（
未

発
表
）
を
用
意
し
て
い
る
。

【
附
記
】　

本
研
究
は
、
科
研
費
「
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
一
般
）」（
課
題
番
号
：18K00302

）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




